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講演の概要 



1. Ivesが生まれ育った時代の北部アメリカ 

1.1 南北戦争がもたらした光と影 
1861-1865 American Civil War 
世界初の一般人を巻き込んだ総力戦 
156万人（北軍）＋90万人（南軍）＝約246万人の兵士中殉職者は50
万人以上 5人に一人以上の死亡者！ 

 
北軍の勝利の結果 
光＝工業力を中心とする近代国家となる 
 
影＝近代戦争の始まり＝不安の時代の始まり 

奴隷解放は人道的措置と理解されやすいが、北部工業で必要な労働は奴
隷動労ではなく、質の高い労働力であった。 
奴隷売買が禁止されたが、黒人差別は根強く残った。 

工業化・独占へ批判 ⇒ 独立自営の個人主義が強化される。超越主義思
想が生まれたり、アーミッシュが存続する背景。 

  



1. Ivesが生まれ育った時代の北部アメリカ 

1.1 南北戦争がもたらした光と影 
Charles Ives の誕生と生い立ち 
父 George Ives はグラント将軍の下で北軍の最年少の軍楽隊
長 

アメリカ北部の思想と父の独特な音楽感を叩きこまれた。 

「父は概して人間というものは、主によって与えられた才能を
十分に使い切っていないと考えていた。・・・父は、私たちに変
ホ長調で歌わせながら伴奏をハ長調で行った。・・・そして私た
ちに終わりまで頑張って歌わせ、かなり苦しくなるまでやめよう
としなかった。」『回想』  

12歳ごろには父の楽隊でドラムをたたく。また作曲を開始。 

14歳には、コネチカット州で最も若い有給のオルガニスト。 

ホプキンス・グラマースクールを経て、1894年にイェール大学
に進学し、音楽を専攻。同年の11月に父を失う。 



1. Ivesが生まれ育った時代の北部アメリカ 

1.2 第二次産業革命と生命保険市場の近代化 

1870-1900 第二次産業革命 (A.D.Chandler) 

国内市場の拡大
（鉄道・電信網） 

関連する技術・製法
の連鎖的な革新 

① モノの大量で迅速、かつ一定の流れ（通量 throughput）が生まれ
る条件が整備。 

② 大量生産による規模の利益の実現 ロックフェラーの灯油産業、
カーネギーの鉄鋼業 

③ 生産（規模の経済）、経営（ミドル・マネジメント）、流通（チャネル開
発）という三つの方面に「投資」した企業が、その産業の一番手企
業(first mover)となる。 



1. Ivesが生まれ育った時代の北部アメリカ 

1.2 第二次産業革命と生命保険市場の近代化 

アメリカ経済の特徴 

①アダム・スミスの神の「見えざる手」から、階層的組織
の「見える手」へ移行。 

②独立戦争以来の自主独立の気風 ＝ 他国と比べ
てきわめて厳格な独禁法の存在 

③奴隷労働よりも質の高い労働力が必要 ＝ 移民労
働が代替 

④アメリカ的生産方法 互換性部品の発想＝ゲージシ
ステム、単能工作機械 流れ生産＝フォーディズム
への展開 



1. Ivesが生まれ育った時代の北部アメリカ 

1.2 第二次産業革命と生命保険市場の近代化 

アメリカ経済の成長 

出典；チャンドラー『スケール・アンド・スコープ』有斐閣 



1. Ivesが生まれ育った時代の北部アメリカ 

1.2 第二次産業革命と生命保険市場の近代化 
1900-1930 Scale and Scope 
独占企業の解体、多角化、海外進出の時代 

①自動車を含む耐久消費財の普及 現代の生活の原型 

②独占企業批判によりロックフェラー、デュポン、アメリカ
ンタバコなどの企業が解体 

③解体企業は消滅せず、規模と範囲の経済性を追求す
るために「投資」して復活 

④多角化と海外進出は、企業の組織能力を高めるため
に重要 



生命保険業の成長については後述するが、1900年代初めからミューチュアル
を含むアメリカの大手生保が海外進出を行っている。 

1. Ivesが生まれ育った時代の北部アメリカ 

史料；明治36年のニューヨーク生命の日本

における営業用パンフレットの表紙。本社
の威容が同社の資産力を象徴するため、
生保会社は契約者の信頼を得るために、
巨額な不動産投資を行っていた。 



1. Ivesが生まれ育った時代の北部アメリカ 

1.3 産業主義と個人主義の矛盾 

①独立自営の精神 独占企業に対する批判的な風土が
厳しい反トラスト法の土壌となった。 

 多数の原油業者を再編し、統合企業を作ることに
よって規模の経済性により利益を追求するロック
フェラーの事業活動と独立自営を好んだ原油業者
の間で社会的な軋轢を生む。 

②大企業に飲み込まれて、トラスト証券によって利益を
享受することを良しとしない独立自営の開拓者精神の
存続。 

 ロックフェラーに対抗する原油業者の企業のパイ
プライン戦略とその攻防 



2. Ives はどんな仕事をしていたのか？ 

2.1 Ives と生命保険の関係 

• 卒業に際して、父親のいとこの一人から、彼自身が医務審
査士をしていたミューチュアル生命への入社を勧められる。 

• アクチュアリー部に入社するが、生まれつきアクチュアリーに
は向いていなことを悟り、1899年はじめに代理店に入社。 

• 1906年にMyrickと組んで、ワシントン生命の代理店を設立。 
• ワシントン生命がNYで営業しないピッツバーグ生命に買収さ
れたため、あらたにミューチュアル生命の代理店である Ives 
& Myrick を設立。 

 保険募集方法の改善のための手引書「お勧めする契約額－
見込み客をどのようにとらえるか」(The Amount to Carry – 
Measuring the Prospect), 1912.を作成。この手引書は、当時、
アメリカの保険外務員のバイブルとみなされていた。 

 総代理店Ives & Myrick の躍進については山内報告を参照。 



2. Ives はどんな仕事をしていたのか？ 

2.2 アメリカ生命保険業の歴史と特徴 
1840年代 設立された生命保険会社29社 
 
1840-50 37社の生保が新設。うち12社は20世紀まで存続するが、この中には、
New York Life, Mutual Life of New York, Mutual Benefit of New Jersey, New England 
Mutual, Connecticut Mutual, Penn Mutual などの有力が生計保険会社が含まれて
いる。相互会社形態を採用。 
 
1859年にEquitable Life が株式会社として参入。 
 
1865-1870 南北戦争後に資本が投資先を探して、生命保険に流入し、107社設立 
 
1871-1877 激烈な競争と不況の到来によって75社の生保が倒産。生命保険の保
有契約が激減。 
 
1880年代 業界協調・生保市場安定の兆し ⇒ アクチュアリー協会(1889)、保険
医協会(1889)、外務員協会(1890)。また世紀の転換期にはハーバード大学やウィス
コンシン大学において保険の講座が開設。 



2. Ives はどんな仕事をしていたのか？ 

2.2 アメリカ生命保険業の歴史と特徴 
 世紀転換期におけるアメリカ生保市場の特徴 

 
 
 

1. セミトンチン型生保：19世紀後半において都市の専門職業者、実業家そして増

大するホワイトカラー層の間で、保険カバーに投資収益の可能性を組み込んだ
据置配当保険が爆発的に売れるようになった。 
 

2. ガバナンス問題：相互会社の経営が放漫で契約者利益を侵害しているのでは
ないかという世論（反トラスト批判と共通の感情を基盤とする） 
 

3. チャネルの変革：広告手段の増大とならんで、営業外務員をつかった直接販売
伸長 
• 包装付衛生商品や食品のマーケティングに共通した傾向 

 
4. 産業構造：1905年 1882年の55社から126社に増加。しかし、スタンダードやUS
スティールのような業界支配者は出現せず。最大クラスの会社  
普通生保三社 Mutual Life, Equitable Life, NYL 
   Big Three 1904 資産総額10億ドル、加入者数は200万人 
簡易保険二社 Prudential, Metropolitan 
⇒ 独占禁止法による解体はなかったが、ガバナンス問題でアームストロング調査が実施 



2. Ives はどんな仕事をしていたのか？ 

2.3 生保における流通革新と Ives 

 
 
 

• Ives は、総代理店制度という会社から支持されないチャネルを担いながら成功し
たビジネスマン 

• NYという比較的高給の俸給生活者が住む都市市場において、単に死亡保障の

みならず、個人の資産運用・税制を踏まえた合理的な家計ニーズ額の計算を
行って、いわゆるニードセールスを展開。また高い資質のセールスマンをリク
ルートし同じ販売方法を浸透。 

• 現代日本の言葉でいえば、家計に対するファイナンシャルプランナーの役割を
果たしながら、保険を販売した。 



2. Ives はどんな仕事をしていたのか？ 

2.3 生保における流通革新と Ives 

 
 
 

総代理店がコストが高いという理由で廃止されるという難しい事業環境の中で、独
立自営の代理店主としてビジネスを行った。ミューチュアルとの代理店関係はあり
ながら、基本的には手数料ビジネスが収益。その意味では、独立自営の東部人と
しての誇りを維持。（超越主義などの思想的背景と矛盾せず。） 



2. Ives はどんな仕事をしていたのか？ 

2.3 作曲家Ives－ビジネスマンの側面からの理解 

 
 
 

「元グラント将軍御用達軍楽隊楽長の息子。イェール大学…に音楽を学ぶも卒業後

は、保険業にもいそしみ、後には保険会社社主。（中略）現代アメリカの独立宣言者。
20世紀最大、まっとうにして、最もはずれた作曲家」（三宅榛名『アイブスを聴いてご
らんよ』筑摩書房、1977年。下線赤字は引用者による） 
 
音楽史の中でのIvesの存在意義 
同年のシェーンベルクの音楽との比較により明らかになる。 

アドルノの評「シェーンベルクの新しい技法は、搾取に基づく資本主義的ビジネスに
よって評価された伝統的調性感の反作用である」 
 
シェーンベルクの音楽を These とすると、アイブスの音楽は Anti-These? 
 
弁証法的？に比較してみよう。 
 



2. Ives はどんな仕事をしていたのか？ 

2.3 作曲家Ives－ビジネスマンの側面からの理解 

 
 
 

  シェーンベルク アイブス 

音楽技法の特徴 無調・12音技法 多調性・無調性・複合リズム・トーン・クラ
スター、12音配列、metrical modulation, 
微分音※ 

調性音楽 論理的な批判 超論理的な批判 

生活・人生 作曲家・教育者 実業家・作曲家 

理解・普及 多くの弟子 知られざる作曲家 

代表作 グレの歌(1900/1911)後期ロマン派の
集大成 
月につかれたピエロ(1912 )無調性 
ピアノ組曲(1921/23) 全曲12音技法で
作曲 
ピアノ協奏曲(1942) 
弦楽四重奏曲第 1番 (1905)-第 4番
(1936) 

Vn Sonata No1-No4(1902/1912) 以上の
音楽技法がすべて盛り込まれている。 
交響曲第3番(1901/04)マーラーが浄書

屋でスコアを発見し、ヨーロッパに持ち
帰ったといわれる。 
交響曲第4番(1910/16) 

作曲活動 若いころの傑作「浄夜」(1899)から最

晩年まで作曲活動が継続。アメリカ移
住後は調性を用いた作品も書いた。
1951年に喘息発作のためにロスアン
ゼルスで亡くなるまで創作活動。 

ビジネスを立ち上げ成功への軌道に乗
る時期に名作が多く残されており、引退
する以前の1926年に創作力が枯渇。 



3. Ives を素材にダブルメジャーについて考える 

1. 自律的な選択と事例 
• デカルトの職業選択 

「人間の職業、純粋に人間としてなせる職業のうち
に、たしかに優れた重要なものが何か一つでもある
とすれば、それこそわたくしが選んだ仕事だと、信じ
たいほどである。」デカルト『方法序説』岩波文庫 
 

2. 他律的な選択と事例 
• 城山三郎（杉浦英一）の職業選択 

 
• 阿部謹也の職業選択 

3.1 職業選択に関する類型 



3. Ives を素材にダブルメジャーについて考える 

1. バランス型 

• 仕事と専門が両立している（「二足の草鞋」）と呼
ばれるタイプ 森鴎外研究者で有名な吉野俊彦
（元日銀理事） 

• このタイプは意外に多い。Cf. 日経「交遊抄」を参
考 

2. 合一型 

• アイブスは音楽では食えないからビジネスを選ん
だとされていますが、果たしてそうなのでしょう
か？ 

• 作曲という目的を達成するために、嫌な仕事をし
ていたようには思えません。 

• アイブスにとっては、作曲も仕事も life だった！ 

3.2 「ダブルメジャー」という観点からの類型 

 



3. Ives を素材にダブルメジャーについて考える 

3.2 「ダブルメジャー」という観点からの類型 

 

日本経済新聞朝刊、2015年1月12日付記事 



4. 結び 

 人生の選択に悩む学生のために何らかの考えるヒントを提供したい 
 チャールズ・アイブスは「保険」という当寄付講座のタイトルと整

合性のある恰好の対象だと思われる 

アイブスの人生（生活）をたた
き台として、皆さんの人生計画
に役立つヒントを考えてみま
しょう。 


